












































































































したい。とりあえずと言うのは、この「無能力者」を思考する一群には、今のところ特定の一貫した理論があるとは言えないからである。しか 、彼らが「無能力者 という一見否定的な概念を、肯定的なものとして理解している点で共通 ているのは確かである。
 
そしてもうひとつ、彼らには共通点が見出せる。それは身体とそ
れに関わる空間 強調である。アルトーは「無能力者」 観点 ら「器官なき身体」という思想に至っている。カフカは、 「城」の周囲












無能力を露呈するもの して展開していく である。九鬼 主著である『偶然性の問題』や、それ以降の偶然性に関わる諸論考なら、自己の存在根拠のうちに「偶然性」を見出す時、人 自己の無能力を露呈するのである。 しか 、 それら論考 先立つ 『 「いき」の構造』 から考えるならば、 事態を逆のように考えるこ が る。要するに、 『 「いき」 構造』が主題とす 遊郭を舞台とした男女の
177－「無能力者」についての研究ノート 九鬼周造の哲学から 













哲学のなかで応えることを目指す。まず一章で、九鬼哲学のな で「無能力者」とい 発想から新しい哲学的領野が開かれていく場面を描くために、 『 「いき」の構造』における「無能力者」概念を引き出す。次に第二章で、その「無能力者」概念 『偶然性の問題』においてどのような場面をもたらし、そこでどのような身分を持つを検討する。第三章では、偶然性 議論が時間と関わるかぎり 時間と「無能力者」 関わりを示す。最後に四章で、身体＝空間性が強調されてくる理由を問うことにしたい。そ て、そのような身体＝空間性とはどのようなものとして見出されるのかを考察する。
 
 
 一． 『 「いき」の構造』における「無能力者」
 
  私たちの考察は、九鬼の著作である『 「いき」の構造』から『偶然
性の問題』 への九鬼哲学の展開を可能にしたものとして、 「無能力者」という概念を提示する。この概念によって九鬼哲学において何が思考できるようになった か、それを解明することで「無能力者」の意義を測りたい。
 
 
ここで一度、九鬼の仕事を簡潔にまとめてお たい。 『 「いき」の
構造』が刊行されたのは一九三〇年であり、それに先立って二六年に「 「いき」の本質
」が、三〇年に「 「いき」の構造」が書かれてい
















らば、 永遠回帰の時間による同一化を主題としていることがわかる。同一化は後で見るように必然性 持つ性格 あり、これは偶然性とは逆の主題である。とするならば、 「いき」の構造分析こそが「偶然性」
の
萌芽となったのではないだろうか。しかし、小浜善彦も言う









































































となる。媚態の持つエロスや官能は、同一化することでは消滅してしまう。むしろ、無限の接近を可能にする接近不可能な距離こそが媚態をより強度のあるものにする。媚態 同一化へと向うこ際立つ差異の様態と言え 。媚態は、男女の差異から、自己への個体的 へと展開され こ 差異が意気地である。意気地は、自己の個体性 他者との同一化へ 抵抗と、それによって生じる自由によって規定する。ここでは「私は私である」とい
う同一律

























  『 「いき」の構造』では、同一性と差異性が問題となり、そのなか






















析的に引き出される判断は必然的関係を持つ。例えば、三角形の概念 とって、三本の直線に囲まれた面は必然的徴表である。また、属性とは実体の諸々の規定であり、実体の存在の仕方を本質的に表している場合に、必然 が言われる。九鬼によって定言的必然と呼ばれ 。
 
（二）








































例外的個体は、その存在に何かしら原因を持つだろうと考えるとき、理由 、因果性が思考の対象となる。原因を特定できるならば、 クローバーが四つ葉化 ことの必然性を言うことができる。しかし
、それが例えば栄養状態であったり、胚への裂傷であった

















しまう能力、自己の制御を離れたものに曝されてある能力が挙げられる。ここでの無 は 見、自己の制御を超えて作用するものに対する自己の受動性や無能・無力・ 「できなさ」を指すように思われる。しかし、別 仕方で考えるならば、 根拠な存在とし の「無」からの現実化の能力、一般的なもの 対する特異なものの産出の能力、自己を超えて作動する世界の躍動 能力というように肯定的に捉えることができるのではないか。ここでの無能 者は自己 無能・無力を肯定的に捉 返すことで、世界の「 」を介した産出
性












九鬼によって「形而上的絶対者」あるいは「神」と呼ばれるも である。すると、この全体の外部を考えること できない もし偶然性について考えるならば、先に述べたもののように必然性から逸脱していく偶然性ではなく、ここでは絶対的必然性の内部 作用する偶然性を考えなければなら い。それが、諸可能性 全体からひとつの可能 が現実化する偶然性、つまり離接的偶然性である。これはとりわけ「原始偶然」と呼 れ ものである。
 
原始偶然は、二つの仕方で語られる。ひとつは、仮説的偶然の観













































もそも必然性を無数の可能性の総体と考え とすれば、必然性は在性を持つとしても、 現実的ではない。 むしろ潜在的なも である。というの 、可能性の内には共立不可能なものが存在するはずだからである。しかし、何にせよ重要な論点 必 の本質あって、可能性が展開し現実化して必然性となるような存在が来的な存在 存在の本質を担った存在者であ すれば、可能性を消尽させる原始偶然によって生じ
る存在者は、存在の本質から逸脱
しているものであるということだ。カフカの登場人物たち、例えば仕事も無 のに呼ばれてしまった測量士、万里 長城 内側 発生










時間の本性の理解であると考える。九鬼 よっ 、時間は過去・未来・現在 三様態に区分され、そ
れぞれ必然性・可能性・偶然性と








ならば、有限で一回的なもの あ そ スケールの究極は「無限」である。個体にとって、無限に続く時間の中で、有限で一回的な生を享受す こと、そしてそれがまさに「今」であることは偶然である。それを意志し選び取ることなどできずに存在してしまう点で、まさに 能力 ころで、無限に続く を直線的なものではなく、円環状のもの 仮想するなら うか。先ほど言ったよ に全く同一内容での反復が行われる。しかも、九鬼によれば、全く同一内
容の反復のためには、以前の内容は以後の内容に




















現実を見ることによって、自己の生を固定せず、諸可能性の中の一つとして捉えていくとい 態度であろう。この現実の世界を無数の可能な世界の中の一つに過ぎぬと考え ことによって、我々は普段そのなかで身動きもとれず いる現実の世界から解放され 無限の展望を開くことがで る である。 」 
ここから田中は、離接肢とそのひとつの現実化を神のサイコロ遊
びやギャンブルという九鬼の表現を重視する。 無数の離接肢から （少なくとも）何かひとつを選び、それが現実化 ことに賭け 現
４ 
185－「無能力者」についての研究ノート 九鬼周造の哲学から 
実化すれば当たり、別のものが現実化すればはずれ、その遊戯性が運命に対 る肯定であると解する。先の例えを用いれば 自己が生の根源において、せむしとして現実化することに賭けていたのであれば当たり、別のものに賭けていた であれば、せむしとして現実化したので、はずれであ 。する 、回帰的時間から引き出されくる「せむしとして生まれたからにはせむしとして生きることに賭けたのだと意志せよ」という命法は、このギャンブルを遊び抜くひとつの楽しみ方・必勝法として、 つまり偶然性に対する実践として、偶然性の内部に含まれるのである
。そして田中は、ここでは、当た



















  前章において、九鬼の哲学を無能力者の観点からラディカル 突





























何が思考可能になるのか。例えば九鬼は せむし 生ま たことの偶然性を説いたのであった。 そしてせむ の身体を肯定するため 、回帰する時間の無限性を思考できるようにした であった。
 
しかし、 九鬼において身体の無能力が際立つのは 『 「いき」 の構造』























よって、達成不可能であることを自覚することで、身体の欲望に従属した行為（ 「したいこと」 ）から、欲望とは別の仕方で作動す 行為（ 「できること」 ）へと思考の
領域を開いていくことになる。それ

















































いという事態を表していた。 に、無の能力 て 「無能力」 。これはしな こともできると う潜勢力としてアガンベンによって提
188 





























































九鬼周造における 賭博的性格から 強く個体の能動性を打ち出した著作に檜垣立哉 賭博／偶然の哲学』 （河出書房新社、 八がある。本稿は、この著作とその準備のための講義に強い示唆
を受けて

















































Du dix-neuvième siècle au vingtième siècle, il y a des écrivains ou des philosophes qui ont réflechissent 
sur « l’homme impuissant », par example, « impouvoir »chez Antonin Artaud, « impotenza »chez Giorgio 
Agamben, « impuissance » chez Gille Deleuze. Ils essaient de saisir positivement « l’homme impuissant » 
comme une nouvelle puissance d’homme ou comme une nouvelle cognition du monde. Mais il n'y a pas 
encore de théorie qui englobe toutes ces notions sous un genre unique. 
Cet article a pour but de proposer une théorie sur « l'impuissant » en examinant la philosophie de Syuzou 
Kuki. Ce qui correspond à « l'impuissant» est appelé « Guzensya » ( l’etant au hazard ) chez Kuki. D’abord, 
nous feront aparaître « l'impuissant » dans la strucuture de « iki ». Ensuite, nous allons rechercher le champ 
que « l'impuissant » ouvre  et son statut ontologique dans Le problème du hazard. Enfin, nous montrerons 
la relation de « l'impuissant » avec le temps, l’espase, et le corps. 
 
 
